
【分科会 小学校②】                        令和７年８月１９日（火） 

令和７年度 埼玉県小・中学校国語教育研究発表大会 発表資料 

新座市立大和田小学校  

教諭   安瀬 崇史 

 

１ 研究主題  

 

 

２ 研究概要 

（１）児童の実態 

・学力的には、県や全国の平均を上回っている。 

・学習する際に、自分から意欲をもって学ぼうとすることが少ない。 

・やらされている学習をしているという態度が見受けられる。 

 →学びの主体性に課題がある 

 

〇目指す児童像 

  

 

（２）主題設定の理由 

主体的に学ぶためには、学ぶことが楽しいと思えるようなゴールがあること、国語が「わかる」「で

きる」と感じられること、そして国語の力がついたことを実感でき、次の学習に生かせることを実感

できることが重要であると考える。そのために、読みの力を身に付け、それを生かすことで主体的に

学び、深められる児童の育成を目指し、主題を設定した。 

自分の力で読んだことについて様々な考えをもったり、学び合って新たな考えに気付いたり、新た

な課題を見つけたりと、自分たちの読みの力を生かし学ぶことができること、そして学んだことを次

の学びへ生かし、より深く学ぼうとすることができる児童の育成を目指した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３）主な手立て 

  【手立て１】 題名読みの活用 

    単元の導入で、題名やリード文から内容を想像したり、疑問を出したりすることで、教材文に

対して問題意識や目的意識、意欲をもって初読できるようにする。また、児童の実態に応じて、

物語の背景などの補足説明を必要に応じて行い、作品の世界に入り込めるようにする。 

読みの力を生かして主体的に学び、深めようとする児童の育成 

自分から課題を見つけ、学びを深めていくことができる児童 

〇読みの力とは 

・学習用語の意味を理解し、活用できること 

 （事例、筆者の考え、要点、要約、要旨、物語の基本構造、中心人物、重要人物 など） 

・何に着目するか理解して読み進めること 

 （叙述、心情の変化、筆者の考え、事例の使い方、筆者の論の進め方 など） 

・登場人物の心情の変化や筆者の考えについて、叙述を基にした自分の考えをもつこと 

・協働的に学ぶことで、友達の考えのよさを見出し、より深い考えに至ること 

・学んだことを次の学習や、生活に生かそうとすることで深い学びへ向かうこと 



 

【手立て２】 課題設定の工夫 

単元の導入で、教材文の筆者が著作の「ざんねんないきもの事典」「日本の固有種」を提示し、

固有種に対する興味関心を喚起する。そして、固有種と自然環境を守るためにどうすればよいか、

統計資料を用いて自分の考えを書き表すという単元のゴールを示す。ゴール達成のためには、「固

有種が教えてくれること」から自分の考えの書き方、統計資料の使い方、資料を使うことの利点

等を読み取っていくことが必要であることをつかませ、教材文の学習に必要感と目的意識をもた

せる。 

 

  【手立て３】「数を数える」「一番を選ぶ」工夫 

高学年の説明文は内容が難しく、よく分からないという印象をもつ児童が多い。そこで、誰で

もできる「数を数えること」と選択肢の中から理由をもって「一番を選ぶ」手立てを行う。例え

ば、段落の数を数える、使われている資料の数を数える、資料は何種類かを考える、一番大切な

資料は何か（または必要のない資料）等を理由と共に考えさせることで、どの児童も自分の考え

をもち、学び合うことができるようにする。また、選ぶことでそれぞれの意見を比べやすくなり、

全体としての意見をより分かりやすく整理することができる。  

  

【手立て４】バッドモデルを示す工夫 

書くことにおいて、単元のゴールのモデルを児童に示す際、理想的なモデルを示してそれを基

に書かせると、文型はそのままに、単語を変えたのみで書き上げてしまうことが考えられる。こ

れでは、児童が文章構成を工夫したり、読み手に伝わる書き方を工夫したりするのに、自分で思

考したとは言えない。そこで、モデルとして５０～６０％の出来具合のものをバッドモデルとし

て児童に示す。「これはダメな（今一歩な）例です。みんなはこれより良いものを書いてみましょ

う」と声掛けをすることで、より良い文章を書くためにはどうすればいいか、自分なりの工夫を

凝らした文章を書くことができると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て５】 個別最適な学びの充実 

    ペアやグループ、一人で考えるなど、学習の仕方に複数の選択肢を与え、自分に合った学習方

法で自身の学びを充実させることができるようにする。 

 



２ 授業実践 

 （１）概要 

単元名 資料を用いた文章の効果を考え、それをいかして書こう 

教材名 「固有種が教えてくれること」「自然環境を守るために」（光村図書 ５年） 

 

〇言語活動について 

固有種に関連付けた生物多様性について焦点を当てた意見文を書くことを単元のゴールにする。教

科書では自然環境の保全が例示されているが、本校では１学期の総合的な学習の時間で環境問題につ

いての題材を扱っている。内容が重ならないようにするためと、学習意欲をより喚起させるために、

固有種を含めた生物を守るためには、どのような環境保全が必要か、自分たちに何ができるかを書か

せることで、生物多様性を身近な問題として捉え、書くことができるようにする。 

 

 第一次 固有種について知り、単元のゴールと学習計画を立てる。 

 第二次 「固有種が教えてくれること」から、筆者の説明と資料の活用の工夫を読み取る。 

 第三次 資料集めから清書まで、誰と、どのように学んでいくかを選択し、学習を進める 

 第四次 書いた文章を読み合い、感想を伝え合う 

 

（２）指導の実際（全１１時間）※主な部分について記述 

 

 

 

 

 

【手立て１ 題名読みの活用】 

・題名を見て、疑問に思うこ

とはあるかな。 

固有種って何？ 

どうして野生動物なのか？ 

何を教えてくれるのか？ 

なぜ表紙にウサギが二頭いる

のか？ 

 

 

 

 

【手立て２ 課題設定の工夫】 

・初発の感想（初めて知ったこと、考えたこと 等）を書き、その中から一番（自分の問い）を選ぶ。 

  →それを筆者はどのように説明しているか？ 

・筆者の説明のしかたはどうだったか？ある工夫があるけど・・・ 

  →資料がたくさん使われている。資料の使い方、事例などが工夫されている。 

①単元の導入 

・題名読みの後、全文を通読し、初発の感想を交流する。 

・自分の問いをもち、交流する。 

・単元のゴールを知り、学習計画を立て、見通しをもつ。          （１／１１時） 

 



 

・作者について 

作者の今泉忠明氏は、多くの著書がある。動物についていろいろなことを知って 

いる先生である。 

説明のプロが書いた文章。（著書を紹介する） 

日本には様々な固有種がいることを、著書を用いて紹介する。 

 

 

・ゴールについて 

  →自然環境の変化によって、固有種などの絶滅や減少、生物にとっての危機が起きている。環境問

題は、例えばどのようなものがあるか？固有種を守るためにはどうすればよいか？ 

  →固有種や個体数が減少している動物を自分で決める。それについてどのような状況か、環境問題

とどのような関わりがあるのかを調べ、どのような取り組みが必要か、資料を使って自分の考え

を書き表せたらゴール 

・資料を使って自分の考えを書く、そのために必要なのは？ 

  資料集め、書き方 資料の使い方、説明の仕方 （児童の意見を基に大まかな学習計画を立てる） 

  →文章からこれらを読み取り、自分が書くときに生かせるようにしよう。 

  →固有種に関する並行読書の紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て３】 「数を数える」「一番を選ぶ」工夫 

・この文章で筆者が一番言いたいことは何だろう？それが分かれば、筆者の考え（一番伝えたいこと）

が分かり、その考えを伝えるためにどのような書き方の工夫をしているかも分かる。 

・一番言いたいことが何かをつかむためにはどうすればいいか？筆者の考えはどこにあるのか？ 

→文章の型が何かを見つけること。サンドイッチ型？それともそれ以外か？ 

・今日は、筆者が一番言いたいこと（筆者の考え、要旨）は何かをつかむために、文章構成を明らか

にできたらゴールです。 

 

 

 

②内容の大体を捉えて小見出しをつくり、文章構成をつかむ。         （２／１１時） 



① 段落はいくつか？資料はいくつあるか？資料がある段落は？ 

 →記号、小見出しをつける。資料のところ以外でもできる人は小見出しをつける。友達と一緒に考え

てもよい。考えたものは黒板に書いてもよい。（【手立て５】 個別最適な学びの充実） 

  

②残ったものは何なのか？一番言いたいことは？どこにありそうか？ 

③比べてみる。はじめと終わりで、同じことを言っているか？ 

 →この文章は、サンドイッチ型 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【手立て４】バッドモデルを示す工夫 

・双括型の確認 

 要旨とは文章全体で筆者が一番言いたいこと。 

それが分かれば筆者の説明の仕方、資料の使い方も

見えてくる 

・バッドモデルの提示（感想が混じったもの） 

 →では、自分だったらどこをまとめるか？アマミ 

ノクロウサギが一番言いたいことか？ 

 →言いたいことは、筆者の考えの中にある 

・引用すること 

 この文章はサンドイッチ型。初めと終わり、どちらの筆者の考えがより大

切か？ 

 同じことを言うが、後の方がより強い主張になっている。 

 

 

 

③筆者の考えを基に要旨をまとめる                    （３／１１時） 

 



 

 

 

【手立て３】 「数を数える」「一番を選ぶ」工夫 

・筆者が自分の考えを伝えるた 

めに資料をどのように活用し  

ているのか、そして自分が書 

くときにこうすればいい、と 

いうことが分かればゴール。 

 

 

・資料１～７までありますが、 

この中で絶対に必要なものは 

どれだと思いますか。 

  読者として読んでみて、こ

れは必要だと思ったもの、これがあるから筆者の言いたいことが伝わった、分かりやすかった、とい

うものはどれでしょうか。 

・この中で、なくてもいい資料はどれでしょう。 

→なぜ筆者はその資料を使ったのか？ 

→誰に伝えようとしているのか？（読者） うまく伝えようとしているのは誰？ 

→書き手としての工夫がある 

・資料を使うことで、読み手側と書き手側で、どのような効果がありますか。 

 

 

 

 

 

・納得度は％で表す。筆者の考えに対してどの部分が納得したかを書く。 

・疑問や分からない部分があれば納得度は下がる。その場合はその理由を書く。 

 

（例１）納得度９０％ 

 ９０％にした理由は、日本にしかいない固有種は絶滅してしまうと二度と見れなくなってしまう、だ

から日本にくらすわたしたちがこの日本の環境を守らなければならないというところが９０％。残り１

０％は日本に住んでいても何もできないことだってある。日本の森林などを守るために何をすればいい

のかが分からないと思ったので１０％は疑問でした。 

 

（例２）納得度７１％ 

 確かに固有種が住む日本の環境を残していくことは動物にとっても人間にとってもいいことです。そ

していなくなってしまうと二度と会えないからです。ですがぼくは地球温暖化などの環境をみんなが住

みやすい日本にしていくことも大事だと思います。ですから動物が自由に動いたら人間に負担があるし、

人間が自由に動いても動物に負担がある（住む場所がなくなる）ので、みんなが住みやすいように協力

することも大事だと思います（自分勝手な行動をしない）」。なので納得度は７１％で疑問が２９％です。 

④筆者が資料をどのように活用しているのかを捉え、書くときの資料の使い方の要点をつかむ。  

（４／１１時） 

 

⑤筆者の考えについて、自分がどう考えるかを納得度で表し、友達と交流する。 

⑥自分が選んだ本の感想や、資料の使い方、説明の工夫でよいと思ったところを伝え合う。 

（５、６／１１時） 

 

 



 

 

 

 

 

【手立て４】バッドモデルを示す工夫 

 ・統計資料の扱い方を示した後に、文章構成の大枠を記した

バッドモデルを提示した。 

 ・資料集めと下書きはロイロノートで行う。 

 ・資料を集める際は出典を必ずメモする。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

・資料１、２はどちらかでもよいが、自分の考えの根拠となるものを示せると説得力が増す。 

・友達と相談しながら進めてもよい。どこで、どのように誰と学習を進めるか選択する。 

 

 

 

⑦固有種や生物多様性に関する問題をつかみ、自分の関心のある題材についての統計資料を集める。 

⑧「初め」「中」「終わり」と双括型の文章構成に沿って、どのような文章を書くか構成メモを書く。 

⑨⑩構成メモを基に、資料を活用して文章を書く。 

（７～１０／１１時） 

 

◎はじめ 

・固有種についての説明と現状 

・固有種を守るために、どのよう

な取り組みが必要と考えるか

（自分の考え） 

◎中１（資料１） 

・固有種の現状

についての資

料 

◎中２（資料２） 

・自分の考えを裏付

ける資料 

◎おわり 

・自分の考え、

まとめ 



【手立て５】 個別最適な学びの充実 

・初めに統計資料の扱い方と、バッドモデルを示した後、資料集めから清書までを自分たちで進め

られるようにした。誰と、どのように学ぶかを選択し、各自で学習を進めた。 

  ・質問があれば教師に聞いたり、下書きを見せに来たりする児童もいた。 

  ・普段手が止まる児童や学習に前向きでない児童も主体的に取り組んでいた。 

 

 

 

 

 

⑪書き上げた文章を友達と読み合い、よさを伝え合う。単元の振り返りをする。 

（１１／１１時） 



３ 成果と課題 

〈授業について〉 

〇固有種について関心をもち、調べたことを自主的にノートに書く児童が多かった。 

〇構造と内容の把握や精査、解釈の段階で、児童の多様な考えを引き出せるような授業展開をするこ

とができた。答え合わせの国語になることなく、「わかる」「できる」に近づけたのでは。 

〇資料の選択ができるためには前提として筆者の主張の理解がないとできない。児童は自分の考えに

根拠がある、充分な読み取りができていた。 

〇書く際には友達と一緒に考えながらやったり、相談したりしながら進められるようにした。教師が

全てを添削するのではなく、自分たちで考え、得られた知識を活用して書くことで学習内容がより

身につくと共に、児童自身が学習の調整をしようとする様子も多々見られた。 

△「絶対に必要な資料」は、結局これが必要だった、と児童が分かるように方向づけられるとよいの

では。 

△「この中でなくてもいい資料は」は、「この中になくてもいい資料はない」と答える児童もいた。や

るならば、「この中でなくてもいい資料はある？」「資料５」「なぜ筆者は資料５を使ったのだろう」

とすると答えが明確になるのでは。 

△資料がうまく見つからないことがあり、現状や直面している課題についてうまく書けなかったり、

見つけた資料ありきで自分の主張を構成したりすることも見られた。教材開発の段階で工夫が必要

である。 

 

〈研究主題について〉 

授業後のアンケートより、成果と課題を考察した。記述式のものは何点か抜粋した。 

 

 

 

 

 

・「好き」「まあまあ好き」が８５．７％だ

った。「あまり好きではない」は４人で、

理由は「漢字が苦手」が３人、「文章を

読むのが苦手」が１人だった。読むこと

や書くことについての苦手意識はあま

り見られず、これまでの指導の成果と見

ることもできるかもしれない。 

・１学期に見られた、要旨を感想文

のように書いてしまうことは少

なくなった。文章構成をよりよく

把握できたことと、要旨のバッド

モデルを示して見通しをもたせ

たことに効果があったように思

える。 



 

 

◎説得力のある文章を書くために、どのような工夫をしましたか。 

・資料の出す場所や資料の種類やデマ情報に気を付けた 

・自分の考えを最初に書いて、最後に詳しく自分の考えを書くという文章の構成を工夫した。 

・主張と根拠、そして資料を使うことで読者への説得力が増しました。資料の使い方もこの資料は何

のことなのかをくわしく書けました。 

・読者がどのように考えるのか、自分が読者だったら・・・と考えました。 

・資料を使って説明することや自分の体験を入れてより読者に納得させるように工夫しました。 

 

◎「固有種が教えてくれること」の学習で、一番身についたと思うことや、一番学んだと思ったことを

書いてください。 

・私は、文章を分かりやすく伝わりやすくすることです。理由は、この学習で友達からアドバイスを

もらったりしたからどうしたら分かりやすくなるか伝わりやすくなるかが分かったから。 

・資料を使うことのよさを知ることができた。これから文章に生かそうと思う。 

・文章の構成を変えるだけで自分の考えが伝わることが分かった。 

・資料を使うことの大切さ。理由は、これまでは、そこまで資料をつかうことが大事だとは思ってい

なくて、使ったら、どれだけ大切なのかが分かったから。 

・（その他、固有種の大切さや環境を守ることのついても多数） 

 

〈今後の課題と考察〉 

・書くことについて、指導が充実しなかった場面が所々あり、教材開発の不十分さが感じられた。言

語活動に至るために、各学習段階でどのようにゴールにつなげるかを計画できる能力を磨きたい。 

・委ねることはコンピテンシーを身に付けるためには必要なことではあるが、望んだ学習成果が得ら

れるとは限らない。書くことの成果がうまく表れなかった児童もいた。委ねるばかりで自習のよう

な形になる学びの形態は、自分が目指すところとは異なるので、コンテンツとコンピテンシー両方

を身に付けられるような指導法を模索したい。 

・環境問題や SDGｓに関わる課題（ゴール）は学習者の意欲を喚起しやすいのではないか。 

・学んだことが社会に役立つ、または社会的に意義のあること、自分が価値のあるものだと考えるこ

と（価値の実現について学ぶこと）は探究的に学ぶための動力源となるのでは。 

・上記より、書くことについての充実と、読むことを生かして書くことができたと振り返った児童が

多かった。その他、固有種について関心を深めた児童も多かった。このことから、「分かる」「でき

る」学びと、「より深く知りたい」という学びの姿勢の二つが喚起できたのではないか。 

・本時に行った資料の活用の仕方につ

いての学習内容と、情報を精査するこ

とが身についているように感じられ

る。「資料を使うと分かりやすくなる」

だけでなく、読者として、筆者として

どのような効果があるかを考えたこ

とが効果的だったのではないか。 


